
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 減額

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

本補助事業は、トキのエサ場整備としておこなっており、H27年度までの対象地域は環境省が当初
設定したエリアを基本として小佐渡東部と国仲平野の一部を対象としていた。
しかし、トキが南部を含め佐渡全域で生息していることや環境省が次期目標として2020年までに220
羽の定着を目標としたことから、事業対象地域を佐渡全域に拡大した。
　また、平成28年度中に人・トキの共生の島づくり協議会でビオトープ部会を開催し、ビオトープの維
持管理方法の見直しを行い、より生物が育まれる環境を目指す。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

1

トキビオトープ整備事業

Ａ Ｂ Ａ

本補助事業は、トキのエサ場整備としておこなっており、現在、佐渡では約１
８０羽のトキが生息しているが、環境省は次期目標として2020年までに220
羽のトキの定着を目標としている。２２０羽のトキを生息させる餌場整備とし
て、エリアを佐渡全域にして実施するため事業を拡大するとともに、営巣地、
トキの採餌状況のモニタリングデーターを取り入れたビオトープの管理方法
について専門家、環境省の意見をうかがい効果的な整備を行う。
また、平成28年度中に人・トキの共生の島づくり協議会でビオトープ部会を
開催し、ビオトープの維持管理方法の見直しを行い、より生物が育まれる環
境を整備する。

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

22,700

一般財源 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 8,507 8,062

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 8,507 8,062 22,700

0 0

100 事業 維持

予算 減額

目標（成果）指標名 単位

◎ビオトープ整備継続率 ％ 100 100 100

重点
細事
業事業の方向性

1
トキビオトープ整備事業 8,507 8,062 22,700

枝
番

細事業名
H26

決算額
H27

決算額
H28当初
予算額

H29以降の
予算の方向性

H26実績値 目標値 実績値 H28目標値

82 35 45
-

実績値

ビオトープ面積
ｈａ 28.6 39 26.9

目標（成果）指標名
単位

26年度
実績値

27年度（評価年度） 28年度
目標値

29年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 集落・NPO・農業生産団体

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

トキの生息環境整備を図る。（トキの餌となる水生生物については、ビオトープの面積及び継続が重要となる。新潟大学の
研究データによると、ビオトープの整備に関し、2年後半より増加するとのデータもあることから、水を通年はり整備する事
を複数年継続することを重点とする。）

Do

H28施政方針 ２．島の魅力の発信とおもてなしの推進　（2）物語性のある魅力発信 H28：重点●政策○ -

事業
概要

トキビオトープ整備事業（H１９～）
トキの野生復帰に向けての餌場の整備拡大を図る。
休耕田や転作田をビオトープとして有効活用し、トキの餌場を確保する。

将来ビジョン １．産業の振興　(2)生物多様性を基本とした販売戦略 H26：重点●政策○ -
H27施政方針 １．人口減少対策　（3）特色ある地域づくり　② 地域資源を活用した活性化 H27：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市トキビオトープ整備事業補助金交付要綱

1518

事務事業名 トキ生息環境再生事業 開始年度 平成19 終了年度 未定

平成28年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成27年度実績） 担当課 15農林水産課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 7222 事務事業コード


